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深まりゆく秋とともに… 

校長 渋 谷 順 一 

   秋は実りの秋，文化の秋。学校では，学習の成果を発表する「学習発表会」を過日，開催いたしまし 

た。観覧については，新型コロナウイルス感染症拡大防止のため保護者を含む一家庭４名までということ 

で各ご家庭にご協力いただき開催いたしました。地域の皆様には昨年度に引き続き，子どもたちの頑張る 

姿をお見せできなかったのが残念ではありましたが，充実した「学習発表会」にすることができました。 

前号でもお伝えいたしましたが，「学芸会」とは違い，「学習発表会」は，日頃の学習の成果を発表する 

場として行いました。保護者の皆様には，子どもたち一人一人の成長した姿をご覧いただけたものと考え 

ています。今後とも，子どもたちの成長に向けて職員一丸となった教育活動に取り組んで参りたいと存じ 

ますので，どうぞよろしくお願い申し上げます。 

  さて，本校では今月末に２回目の「いじめアンケート」を実施いたしました。未だに 

報道等では，いじめが関与したニュースが後を絶ちません。「いじめアンケート」 

も以前は「いじめを受けたことはありますか」という問いでしたが，現在は「嫌な 

思いをしたことはありますか」に変わっております。その意図は，いじめに繋がり 

かねない芽を早期につむことが何よりも大切であるからです。平成 25年度に制定さ 

れた「いじめ防止対策推進法」のもと，平成 26年度から都小学校における「いじめ 

防止基本方針」を設定しました。更に令和元年に一部，改訂を加え，「全ての子ど 

もたちにとって安心・安全な学校」を目指した教育活動に取り組んでいます。その後も、毎年、点検・見 

直しを重ねております。いじめのない学校こそが，子どもたちにとって一番の教育環境であると考えてお 

ります。そのためにも私たち教職員は，「いじめは，どこの学校の誰にでも起こり得る」という危機意 

識を常に持ち，子どもたちの指導に当たって参ります。 

  これからも一人一人の子どもの人権が保障され，安心して学校生活が送れる学校を目指して参ります。

何か，お子様のことで気になることがありましたら，どんな些細なことでも，学校へご相談ください。  
 

（※枠内「本校いじめ基本方針 一部抜粋」） 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都小だより

はじめに 

「いじめは、どの学校でも、どの学級にも、どの児童にも起こりうる」という基本認識に

立ち、本校の児童が、楽しく豊かな学校生活が送ることができる、いじめのない学校を作

るために「赤井川村立都小学校いじめ防止基本方針」を策定した。 

 本校における「いじめ防止のための基本的な姿勢」を示す。 

 ○学校、学級内にいじめを許さない雰囲気を作ります。 

 ○児童、教職員の人権感覚を高めます。 

 ○児童と児童、児童と教員をはじめとする校内における温かな人間関係を築きます。 

 ○いじめを早期発見し、適切な指導を行い、いじめ問題を早期に解決します。 

 ○いじめ問題について保護者・地域そして関係機関との連携を深めます。 

１ 「いじめ」とは 

「いじめ」とは、本校に在籍している児童に対して、本校に在籍している等の一定の人的

関係にある他の児童が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じ

て行われるものを含む）であって、いじめを受けた児童が心身の苦痛を感じているものと

規定している。 

 



                                        １０月１７日，学習発表会を開催いたしました。これは，本校の目指 

す「身につけた学習を活かし，新たな課題を粘り強く解決する子ども」 

の育成のための取組です。新型コロナウイルス感染症拡大防止の観

点から，人数を制限しての開催とはなりましたが， 子供たちは，これまでの学習の成果を観ていただこうと，それぞ

れが目標を持って頑張ってきました。ちょっと緊張気味の子供たちではありましたが，最後まで練習の成果を発揮

しようと元気いっぱいにやりきりました。たくさんの温かい拍手をくださったご家族の皆様，ありがとうございました。 

    最後の６年生の挨拶では，これからも自分の課題に挑戦しながら成長していく決意を述べていました。今後も， 

皆様の温かい応援をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  延期となっていた５・６年生の宿泊学習は，１０月７，８日に村内で実施することができ 

ました。当初は，小樽まで行って行う予定でしたが， 

緊急事態宣言が発出されたため，内容を再検討 

しました。村内となったことで，今まで行くことので 

きなかった赤井川の名所を巡り，村の魅力を再発 

見することができました。帰ってきてからは，村のご 

配慮により，全員抗原検査を行い，安心して日常 

の教育活動に戻ることができました。 

赤井川の魅力再発見！宿泊学習 

１年生による開会の言葉 

緊張すると言いながらも堂々としたものでした。 

 

全校による一輪車・なわとび発表 

何度もあきらめず努力してきた成果を観ていただきました。 

３・４年生による社会科見学のまとめ 

聴く人を意識したまとめの発表ができました。 

１・２年生による音楽と群読 

『えっへん』の群読は身振りと大きな声でとても上手でした。 

５・６年生による朗読劇と６年生の閉会の言葉 

『きつねの窓』の世界を楽しませてくれまし

た。さすがは高学年!!の出来栄えでした。 

盤ノ沢滝 教育長に赤井川の昔について教えていただきました。 



 

 

 

１０月１日，前期児童会活動の反省と後期の活動計画を話し合う全校 

児童会が行われました。１～５年生も積極的に手を挙げ，質問や意見を述 

べていました。  

  小学校生活が残り５か月 

となった６年生が，３人で協 

力しながら，児童会を盛り上 

げ，下級生もその姿をお手本 

にして 活動を充実させてい 

きます。 
 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

                                       ☆スポーツ奨励賞  

１年 ○○ ○○                                 

（アルペンスキー） 

                                   

     
 

 

１０月２１日，６回目となります保護者による読み聞か

せを行いました。今回は，○○さんが『しあわせのバケ

ツ』【作 キャロル・マックラウド 】と『ぼちぼちいこか』

【作 マイク・セイラ―】の２冊を読んでくださいました。 

 １冊目は、人を思いやる心について具 

体的な場面設定が描かれていました。 

２冊目の関西弁には、子供たちも思わず 

笑ってしまいました。○○さん，ご協力あ 

りがとうございました。 

後期児童会活動開始! 後期児童会役員 
会長   ６年 ○○○○ 

副会長  ６年 ○○○○ 

書記   ６年 ○○○○ 

推進委員 ５年 ○○○○ 

     ４年 ○○○○ 

     ４年 ○○○○ 

     ３年 ○○○○ 

     ３年 ○○○○ 

 

１０月５日， 

１・２年５名は， 

田植え・稲刈 

り体験でお世 

話になってい 

る○○さんの 

農園におじゃ 

まし，収穫した稲のその後について学習させていた

だきました。機械を使って，お米を白米用，家畜用，

堆肥用とに分ける様子を見たり，実際にお米を触ら

せていただきました。また，機械の数や働いている時

間，冬の仕事など，子供たちの質問にも丁寧に答え

ていただきました。 

田植え，稲刈り体験から，米袋に入るまでの過程

を実際に見ることで，普段当たり前のように食べてい

るご飯とそれを作ってくださる方がいることへの感謝

の気持ちを持つ機会となりました。 

お忙しい中，ご協力いただきました○○さん，あり

がとうございました。 

１０月６日，延期となっていた「みやリンピック」を行い，中

距離走の記録を取りました。子供たちは，日頃から「いだて

ん」で培ってきた持久力を元気いっぱい披露しました。応援

に駆けつけてくださった保護者の皆様からメッセージをいた

だきましたので一部ですが、ご紹介させていただきます。 

「すごく、みんな頑張っていました！！元気ももらったし、

励まされるような気分にもなりました！ありがとう！」 

「低学年のみんなの駆け引きのない１００％全力の１周

目かっこよかったです。高学年はグラウンド１０周という長

い道のり、最後まで走り切って立派でした。真剣な姿に感

動しました。」 

「みんなの応援がそれぞれに届き、頑張れる糧になった

ことと思います。」 

「これからも、ひとりひとり、自分のペースで頑張って!」 
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曜日

月日

バス

曜日

月日

バス

曜日

月日

バス

曜日

月日

バス

予定

予定

予定

12

（19日まで）

金

集合学習 ALT

22 24 25 26

日

職員会議

15 16 17

ALT

②　④

予定

予定

日

つくし朝会

④

文化の日 ４時間授業

読書週間 安全点検

（赤中）

1 2 3

21

日

28

　　

②　④ ④

土

金 土

月 火 水 木 金 土

フッ化物洗口

5 6

8 9 10 11

②　④

フッ化物洗口

冬の全国交通安全運動読み聞かせ

13
フッ化物洗口

　　（～２２日）

高学年心の劇場

ALT

火 水

18

クラブ

19 20

土

23 27

　　　　　　　 委員会活動 ４時間授業（１～４年）

ALT （村内公開授業） ALT

月 火 水 木

フッ化物洗口

なわとび検定 ALT

特別日課 勤労感謝の日 フッ化物洗口 研修日 フッ化物洗口

クラブ

月 火

①　② ②　④ ② ②　④

29 30

一日防災学校

日

ALT
小中連携公開授業

14

4

月

　　　　　　　

日

7

②　④ ④ ②　⑤ ②　④

② ②　④

月 火 水 木 金

木

ALT

防災無線録音

①　② ④ ②　④

特別日課

フッ化物洗口研修日

予定

【生活目標】

○先生や友だちの話をしっかり聞こう

【保健目標】

○姿勢を正しくしよう

【給食目標】

○姿勢よく食べよう


